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研究成果の概要（和文）：学習者の生き方・アイデンティティに根ざして目の前の学習課題が意味づけられる「統合的
調整」をはじめ，主体的な学習意欲としての「自律的動機づけ」を育む上で，楽しい・面白いという情動的側面と価値
の内面化という認知的側面が同時並行的に機能していると考える「自律的動機づけ形成のデュアルプロセスモデル」を
構築した。その中で，内容それ自体の楽しさではないが，教師をはじめとする指導者や学習者自身の工夫によってポジ
ティブな感情を喚起する「擬似内発的動機づけ」が重要な役割を果たす可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： This study constructs "the dual process model for autonomous motivation”, 
including the integrated regulation based on learner’s identity, that consists of two (cognitive and 
emotional) aspects fostering internalization of task-values. It is found that the quasi-intrinsic 
motivations, that is positive emotions driven by teacher and learner, may play the important role in the 
formation process of autonomous motivation.

研究分野：教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
（1）1970年代以降，動機づけ研究で最も有
力とされてきた自己決定理論（以下，SDT）
では，非動機づけ（無調整），外発的動機づ
け（外的，取り入れ的，同一化的，統合的の
各調整）そして内発的動機づけ（内発的調整）
を内面化のプロセスとして連続的に捉えて
きた。一方，1990 年代後半から「内発＝学
習それ自体が目的（楽しさ，おもしろさ），
外発＝学習が手段（報酬の獲得，罰の回避）」
という形式的な概念区分と自己決定性（自律
性）の高低がパラレルなものとして扱われて
いることへの疑問も提起された（速水，1995
など）。その中で，他者が用意した表面的な
楽しさによる「擬似内発的動機づけ」の概念
が否定的に描かれているが，実証的研究は見
られず，検討の余地が大きい。 
 
（2）上の 2 つの問題は，それぞれ動機づけ
の認知的側面と感情的側面に関わっており，
両者の包括的検討が必要と考えられる。状況
（感情）と個人（認知）から興味の発達を捉
え，自己調整学習との関連づけを試みている
Hidi ら（2008）の視点が参考になる。着想
の経緯としては，課題価値の概念を用いて青
年期の学習動機づけを捉えてきた伊田
（2003）は，教員養成課程の学生を対象に，
自我同一性や職業レディネス等を自律性の
指標と見なし，課題価値との関連を検討した。
その結果，学習活動の楽しさを重視する興味
（内発的）価値ではなく，将来の職業実践に
現在の学習内容を役立てたいという利用価
値が自律的動機づけ像の中心であることが
明らかになった。SDTに照らすならば「統合
的調整」の優位性を示唆する結果と言える。 
 
（3）楽しさだけを強調しがちな内発的動機
づけよりも，紆余曲折を経て「やりたいこと」
と「やるべきこと」の折り合いをつけている
統合的調整の方が自律性は高く，その折り合
いをつける自己調整プロセスの中で，擬似内
発的動機づけが促進的な役割を果たしてい
るという可能性にも着目し，認知と感情を区
分した上で SDT を発展させた「自律的動機
づけ形成のデュアルプロセスモデル」の着想
に至った。 
 
２．研究の目的 
（1）自己決定理論（SDT）における外的・
取り入れ的・同一化的・統合的調整の流れを
価値（認知）の内面化プロセスとして位置づ
けると同時に，擬似内発的動機づけと内発的
動機づけを状況的興味（感情）の発達プロセ
スとして位置づけ，両者が相互作用しながら
自律的動機づけへと至るというモデル（デュ
アルプロセスモデル）を想定し，質問紙調査

による概念間の距離等をもとにした実証的
検討を行う。 
 
（2）擬似内発的動機づけ（擬似的な内発性）
の表記が登場する速水（1998）と波多野・稲
垣（1971）における記述を整理した上で，擬
似と本物を区別する基準について可能な限
り明確化する。そして，学習者にとって擬似
内発的動機づけと考えられる経験をエピソ
ードとして抽出し，他者（典型的には教師）
によって興味が用意周到に引きだされるケ
ースや，学習者自身が方略使用（ゲーム化な
ど）により課題遂行に楽しさを自ら付加する
ようなケースなどの類型化を行う。 
 
（3）マクロな視点として，従来の内発的動
機づけ礼賛から脱却し，「やりたいこと」と
「やるべきこと」の統合的調整を到達点と考
え，これまで否定的に見られてきた擬似内発
的動機づけについて自律性促進要因として
肯定的に捉え直す。また，ミクロな理論的視
点としては，価値の内容および内面化という
認知的側面，そして楽しさという感情的側面
を包括的に捉える枠組みを構築することが
でき，曖昧になりがちだった内発的動機づけ
および自律的動機づけの概念定義を精緻化
（特に擬似内発的動機づけと区別）し，動機
づけ発達とパーソナリティ発達の関連づけ
に貢献する。 
 
３．研究の方法 
（1）自己決定理論（SDT）の中で「統合的調
整」がどのように描かれているか整理すると
ともに，統合的調整という用語を使わずに類
似のプロセスを取り扱っている近年の自律
的動機づけ研究を探索する。主に自己決定理
論の中心である有機的統合理論（個々の課題
や場面における動機づけ）と，近年新たに加
わった目標内容理論（個々の課題や場面を超
えた人生目標）の 2つのミニ理論に焦点を当
てる。加えて，少ないながらも統合的調整の
測定を試みている研究（健康・運動領域の動
機づけ，仕事への動機づけ）を精査し，学習
場面で使用できる尺度開発のための項目化
作業を行う。 
 
（2）擬似内発的動機づけのエピソード，す
なわち，学習場面での「楽しさ」にまつわる
エピソード（他者による楽しさの創出および
学習者自身の工夫による楽しさの創出につ
いての事例）を収集するため，これまでの学
習活動にある程度熟達していることが期待
される大学生を対象に質問紙法（自由記述）
による調査を実施する。回答の際に，エピソ
ードの時期（特に学校段階・学年）や対象教
科等を可能な限り明記するよう求める。 
 
（3）自己決定理論（SDT）に基づく既存の質



問紙尺度等を参考に，統合的調整を含む動機
づけ尺度項目を作成し，アイデンティティ等
のパーソナリティ発達および学習意欲の価
値的側面を捉える課題価値等の変数との関
連を調査する。変数間の相関関係をもとに，
デュアルプロセスモデルの検証を行う。 
 
４．研究成果 
（1）擬似内発的動機づけの概念化を明確化
する中で，教師をはじめとする指導者の働き
かけによってポジティブな感情が喚起され
る場合を「他者喚起型擬似内発的動機づけ」，
学習者自身が工夫してポジティブな感情を
喚起する場合を「自己喚起型擬似内発的動機
づけ」として区別した。いずれの場合も，こ
こでいうポジティブ感情とは，学習課題の内
容理解と直接には関係しない刺激よる，表層
的あるいは付随的な楽しさや面白さのこと
を指す。例えば，教師が授業の導入にゲーム
形式の活動を取り入れて，そのお膳立てに乗
って参加をするような場合は他者喚起型擬
似内発的動機づけと言える。また，つまらな
い課題を何とかこなすために，カラフルな付
箋紙を使ったり，問題集の解き方に自分なり
のルールを設けてゲーム化したりするよう
な場合は自己喚起型擬似内発的動機づけと
言える。 
 
（2）上述の定義に沿って，大学生を対象に，
擬似内発的動機づけと考えられる過去の経
験をエピソードとして自由記述を求める質
問紙調査を行った。時期が明確であった 89
エピソードのうち，小学校が25エピソード，
中学校が 27 エピソード，高校が 37 エピソー
ドであったが，他者喚起型と自己喚起型に分
けると，その割合には有意な偏りが認められ
た。すなわち，小学校においては他者喚起型
が 24 エピソードを占め，自己喚起型は 1 エ
ピソードのみであった。中学校では他者喚起
型が 22 エピソードに対して，自己喚起型が 5
エピソードであった。そして高校においては
他者喚起型が 22 エピソードに対して自己喚
起型が 15 エピソードとなった。他者喚起型
のエピソードは小中高を通して一貫して見
られるのに対して，自己喚起型は小中高と
徐々に増加していたことから，他者喚起型擬
似内発的動機づけを土台としながら，自己喚
起型擬似内発的動機づけが形成されるとい
うプロセスが示唆された。加えて，特に高校
における擬似内発的動機づけでは，内発的動
機づけとの区別が難しいか，あるいは内発的
動機づけへの移行が期待される事例も多く
見られた。 
①他者喚起型擬似内発的動機づけのエピソ
ードの内容に着目すると，小学校ではシール
やポイント制などゲーム性の強い事例が多
く，また同時に，日記・連絡帳における教師
のフィードバックなど，関係性を土台として
いる事例も見られた。中学校になると，ゲー
ム性は限定的になり，教師の留学体験談など，

同一化的調整に関わる事例が特徴的に見ら
れ，雑談内容や話術・人柄といった要素が魅
力として機能している。そして高校では，学
習内容とのつながりが想定されるマンガや
黒板アートなど，教師が工夫した教材を用意
したことがエピソードとして多く挙げられ，
アクティブ・ラーニングとしての魅力に関わ
る事例も見られた。 
②自己喚起型擬似内発的動機づけのエピソ
ードとしては，中学校では，自分で自分に報
酬を用意する自己強化，ノート整理や語呂合
わせなどが事例として挙げられ，感情調整に
よる苦手克服といった視点が特徴であった。
高校では，視覚化・イメージ化による深い処
理，精緻化された自己強化のルール，そして
価値の内面化が土台となっているような，例
えば，受験を前提とした取り組みが特徴とし
て見られた。 
 
（3）有機的統合理論に基づく尺度項目を作
成し，質問紙調査を行った。当初は，外的調
整，取り入れ的調整，同一化的調整，統合的
調整，内発的調整の各下位尺度を想定してい
たが，総合的調整と内発的調整の相関が高く，
一方で，同一化的調整は自分自身の成長を目
指す向上志向と，定めた進路目標等の実現に
向かって達成を目指す目標志向とを分けて
捉えられる可能性も検討された。多次元アイ
デンティティ発達尺度を用いた検討では，ア
イデンティティ発達の諸側面によって関連
する学習動機づけの質が異なる傾向が描き
出された。コミットメントとの同一化が私的
獲得価値と制度的利用価値という個人と社
会の価値をつないで同一化的調整と内発・統
合的調整を機能させ，深い探求に至る中で内
発・統合的調整がさらに進む等の可能性が考
えられる。 
  
（4）有機的統合理論の枠組みに基づいて，
内発的調整と統合的調整分けて分析を試み
たところ，統合的調整と他の調整において，
意欲を価値的側面から捉えた課題価値との
相関に違いが見られるかという視点から分
析を行い，統合的調整が 5つすべての課題価
値と有意に正相関している結果が得られた。
統合的調整の名の通り，学習者が複数の価値
を矛盾なく内面化・統合し，それらを同時に
追求できていることが示唆された。すなわち，
統合的調整をしている学習者は，1 つの課題
に対して，その楽しさや自己成長への寄与の
みならず，将来の職業実践への有用性や就職
試験での有用性，そして他者からの評価を同
時に得られることを期待し，外部からの期待
と内面からの欲求との折り合いがつけられ
ている状態にあると考えられる。一方,内発
的調整や同一化的調整では有意な相関が認
められない価値があるなど，統合の程度は限
定的であり，統合的調整段階が最も自律性の
高い状態であるという「自律的動機づけ形成
のデュアルプロセスモデル」が描く仮説を支



持する結果であった。 
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